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未
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の
原
野
か
ら
夜
明
け
へ
～
古
代
か
ら
開
拓
直
前
ま
で
～

第
１
節　
古
代

■
大
昔
の
わ
が
ま
ち
は

　
「
出
た
ぁ
ー
、
つ
い
に
出
た
」
―
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
年
）
10
月
、
大
谷
地
区
の
平
地
帯
（
水
田
等
）

か
ら
石
器
な
ど
を
発
掘
し
て
い
た
作
業
員
か
ら
歓
喜
の
声
が
上
が
っ
た
。
今
か
ら
約
１
万
７
，
０
０
０
年
前

の
「
ホ
ロ
カ
型
彫
器
」
が
発
見
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
る
。

　

町
の
歴
史
は
百
数
十
年
だ
が
、
１
万
年
以
上
も
前
の
石
器
類
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
に
人
々
が

生
活
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
証
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
前
の
こ
の
地
域
は
、
と
い
う
と
…

　

お
よ
そ
７
，
０
０
０
万
年
前
に
日
高
山
脈
が
隆
起
し
陸
地
を
形
成
、
そ
の
後
火
山
脈
の
大
噴
出
に
よ
っ
て

北
見
地
方
一
帯
も
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
火
山
活
動
が
活
発
で
、
そ
れ
に
よ
り
陸
地
が
浮
き
沈
み
、
現
在

の
常
呂
川
筋
に
北
見
地
方
は
陥
没
と
隆
起
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

約
３
万
３
，
０
０
０
年
以
前
に
は
屈
斜
路
火
山
の
活
動
に
よ
り
、
大
量
の
火
山
灰
が
北
見
盆
地
に
も
た
ら

さ
れ
、
常
呂
川
が
徐
々
に
せ
き
止
め
ら
れ
、
湖
が
で
き
た
。
こ
れ
は
「
古
北
見
湖
」
と
い
わ
れ
、
現
在
の
屈

斜
路
湖
に
相
当
す
る
大
き
さ
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
湖
の
北
お
よ
び
東
の
端
は
現
北
見
市
北
見
と
北
見

市
端
野
町
の
境
界
付
近
、
西
お
よ
び
南
側
は
、
現
北
見
市
の
常
川
辺
り
と
さ
れ
、
現
在
の
訓
子
府
町
大
谷
地

区
近
く
ま
で
湖
が
あ
り
、「
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
」
の
大
昔
は
、
一
部
湖
底
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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そ
の
後
、
火
山
活
動
の
隆
起
に
よ
る
湖
の
陸
地
化
、
地
盤
の
上
昇
、
常
呂
川
の
氾
濫
な
ど
で
砂
や
小
石
が

堆
積
、
そ
の
上
に
火
山
灰
も
堆
積
し
台
地
を
形
成
、
堆
積
し
た
台
地
は
常
呂
川
の
流
れ
に
削
ら
れ
な
が
ら
河

岸
段
丘
と
な
り
、
そ
の
流
域
は
沖ち

ゅ
う
せ
き積平
野
と
し
て
形
成
さ
れ
、「
北
見
盆
地
」
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

北
見
盆
地
は
、
常
呂
川
と
そ
の
支
流
の
訓
子
府
川
、
無
加
川
、
仁
頃
川
の
流
域
に
発
達
し
た
盆
地
で
、
後

の
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
も
含
ま
れ
て
い
る
。
肥
沃
な
大
地
の
基
礎
が
生
ま
れ
、
開
拓
先
人
さ
ら
に
多
く
の
町
民

の
力
に
よ
っ
て
「
農
業
の
町
・
訓
子
府
」
の
大
地
が
成
熟
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

※
河
岸
段
丘
＝
か
が
ん
だ
ん
き
ゅ
う
。
河
川
に
沿
っ
た
階
段
状
の
地
形

※
沖
積
平
野
＝
ち
ゅ
う
せ
き
へ
い
や
。
河
川
の
堆
積
作
用
に
よ
っ
て
で
き
た
平
野

■
旧
石
器
人
も
い
た
？

　

大
谷
の
水
田
な
ど
か
ら
発
掘
さ
れ
た
石
器
に
多
く
の
研
究
者
、
発
掘
作
業
員
た
ち
が
歓
喜
し
た
が
、
町
内

に
は
、
報
告
書
が
発
刊
さ
れ
た
遺
跡
は
７
か
所
あ
り
、
ほ
か
に
も
多
数
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
を
代
表
す
る
考
古
学
者
、
加
藤
晋
平
と
鶴
丸
俊
明
、
大
井
晴
男
ら
が
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
年
）
10

月
か
ら
同
47
年
（
１
９
７
２
年
）
11
月
に
か
け
て
発
掘
調
査
を
し
た
の
が
、
緑
丘
Ｂ
遺
跡
と
増
田
遺
跡
で
あ

る
。

　

増
田
遺
跡
は
、
現
居
武
士
小
学
校
の
東
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
発
掘
調
査
は
２
３
６
平

方
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
行
わ
れ
、
約
１
万
３
，
０
０
０
年
前
、
旧
石
器
時
代
の
石
器
類
が
出
土
し
て
い
る
。

加
藤
ら
は
、
同
46
年
（
１
９
７
１
年
）
10
月
と
同
47
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
２
回
発
掘
調
査
を
行
い
、

合
わ
せ
て
約
7
，
0
０
０
点
の
石
器
が
出
土
し
た
。
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特
に
２
回
目
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
「
ホ
ロ
カ
型
彫
器
」
は
学
術
的
に
貴
重
で
、

こ
の
地
方
で
も
か
な
り
古
い
時
代
の
遺
物
と
い
う
こ
と
に
加
藤
ら
は
注
目
し
、
ほ
か

に
も
考
古
学
の
資
料
が
数
多
く
出
土
し
て
お
り
、
出
土
石
器
な
ど
か
ら
１
万
７
，
０

０
０
年
前
か
ら
１
万
２
，
０
０
０
年
前
の
間
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
石
器
類
は
、
そ
の
用
途
に
応
じ
て
、
黒
曜
石
や
流
紋
岩
な
ど
異
な
る
種
類
の
石
を
用
い
、
先

の
形
を
変
え
る
な
ど
、
１
万
年
以
上
も
前
の
人
々
の
知
識
や
経
験
が
う
か
が
え
る
。
遺
構
は
見
つ
か
っ
て
は

い
な
い
が
、「
ま
だ
現
れ
ぬ
訓
子
府
」
に
旧
石
器
人
が
狩
猟
な
ど
で
一
時
的
に
も
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
、
太
古
の
ロ
マ
ン
が
漂
う
ま
ち
で
も
あ
る
。

◇
黄
褐
色
土
の
発
掘
に
入
っ
て
２
日
目
、
Ｄ
地
点
の
田
ん
ぼ
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
で
「
出
た
ぁ
ー
」

と
い
う
声
が
し
ま
し
た
。
と
う
と
う
ホ
ロ
カ
型
彫
器
が
発
見
さ
れ
た
の
で
す
。
11
月
の
み
ぞ
れ
の
降
る

中
で
、
た
き
火
で
体
を
温
め
な
が
ら
作
業
し
て
い
た
皆
の
間
に
は
、
な
ぜ
か
言
葉
は
な
く
と
も
、
顔
に

は
笑
が
浮
か
ん
で
い
た
も
の
で
し
た
。「
こ
い
つ
、
て
こ
ず
ら
せ
や
が
っ
て
。
で
も
と
う
と
う
出
て
き
た

な
ぁ
…
…
」
そ
ん
な
安
堵
の
笑
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
中
略
）
遺
物
の
数
が
多
い
だ
け
で
な
く
、

石
器
の
種
類
の
多
い
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
黄
褐
色
粘
土
の
中
に
集
中
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
の

研
究
の
時
に
大
変
役
立
ち
ま
す
。�

（
訓
子
府
町
教
育
委
員
会
発
行
「
大
昔
の
く
ん
ね
っ
ぷ
１
」
か
ら
）　

※
ホ
ロ
カ
型
彫
器
＝
大
型
で
細
長
い
石
片
の
端
を
斜
め
に
打
ち
削
っ
て
鋭
い
刃
を
作
り
出
し
た
石
器
。
名
前
の
由

来
は
、
旧
白
滝
村
（
現
遠
軽
町
）
の
幌
加
沢
（
ほ
ろ
か
ざ
わ
）
か
ら
き
て
お
り
、
こ
う
し
た
形
状
（
技
法
）
の

石
器
は
、
こ
の
地
区
か
ら
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。

ホロカ型彫器
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第
２
節　
開
拓
前

■
幕
末
の
探
検
家
が
日
出
ま
で
来
て
い
た

　

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
（
後
述
）
だ
け
で
は
な
く
、
旧
石
器
人
の
歴
史
も
存
在
し
て
い
た
訓
子
府
。
さ
ら
に

幕
末
の
探
検
家
も
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。

　
「
北
海
道
」、「
北
見
国
」（
現
宗
谷
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
）
の
命
名
者
、
松
浦
武
四
郎
で
あ
る
。
武
四
郎
は
、

全
国
各
地
を
巡
り
、
土
地
の
風
土
や
文
化
を
記
録
、
28
歳
の
と
き
か
ら
蝦
夷
地
（
現
在
の
北
海
道
）
に
入
り
、

13
年
間
で
６
回
の
調
査
（
踏
査
）
を
行
い
、
多
く
の
資
料
を
残
し
て
い
る
。

　

安
政
５
年
（
１
８
５
８
年
）
に
常
呂
川
上
流
を
探
検
し
、
こ
の
と
き
の
調
査
内
容
を
「
戊
午
東
西
蝦
夷
山

川
地
理
取
調
日
誌　

中　

第
二
五
巻
西
部
登
古
呂
誌
」
に
記
し
て
い
る
。
武
四
郎
は
、
函
館
か
ら
斜
里
に
入

り
、
５
月
13
日
（
旧
暦
。
現
在
の
暦
で
は
６
月
23
日
）
に
常
呂
に
到
着
。
翌
日
、
土
地
の
ア
イ
ヌ
民
族
に
案

内
を
依
頼
し
、
丸
木
船
で
常
呂
川
を
遡
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
経
路
は
、
常
呂
川
は
現
在
の
北
見
市
中
ノ
島
（
公
園
）
ま
で
上
り
、
そ
こ
か
ら
無
加
川
を
遡

さ
か
の
ぼり
、
タ

ン
ネ
マ
ク
ベ
ツ
（
現
北
見
市
相
内
町
辺
り
）
で
無
加
川
を
渡
り
モ
イ
ワ
山
（
現
北
見
市
美
園
）、
ク
ン
ネ
ッ

プ
川
、
ク
ン
ネ
ッ
プ
台
地
を
越
え
て
常
呂
川
に
出
た
。
こ
こ
で
武
四
郎
は
案
内
の
ア
イ
ヌ
民
族
と
野
宿
を
し

た
。
ア
イ
ヌ
民
族
に
そ
の
場
所
を
尋
ね
る
と
「
ク
ッ
タ
ル
シ
ベ
（
イ
タ
ド
リ
の
た
く
さ
ん
生
え
て
い
る
と
こ

ろ
）」
と
答
え
た
と
い
う
。
武
四
郎
の
登
古
呂
誌
や
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
地
図
で
は
、
現
在
の
西
15
号
線
か

ら
17
号
線
の
常
呂
川
付
近
、
日
出
市
街
地
の
対
岸
辺
り
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
周
辺
は
、
後
に
ア
イ
ヌ
民
族
が
居
住
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
訓
子
府
の
開
拓
の
夜
明
け
と
な
る
北
光
社
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移
民
団
が
入
植
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
近
く
、
ま
さ
し
く
現
在
の
字
名
「
日
出
」
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
を
持
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

■
「
ク
ン
ネ
ッ
プ
」
の
登
場

　

ア
イ
ヌ
語
「
ク
ン
ネ
プ
」。「
ク
ン
ネ
フ
」
と
の
表
記
も
あ
り
、
こ
れ
は
江
戸
期
に
濁
点
や
半
濁
点
を
省
略

し
て
い
た
こ
と
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
。
後
に
「
ク
ン
ネ
ッ
プ
」
が
「
訓
子
府
」
の
語
源
の
ア
イ
ヌ
語
と
し

て
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
ア
イ
ヌ
語
で
「
ク
ン
ネ
ッ
プ
～
黒
い
と
こ
ろ
、
や
ち
川
に
し
て
水
黒
し
」

と
い
う
当
時
の
姿
を
称
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

武
四
郎
の
地
図
に
こ
の
地
方
は
「
ク
ン
子
（
ネ
）
フ
」
と
出
て
お
り
、
現
在
の
置
戸
町
秋
田
か
ら
北
見
市

北
光
ま
で
の
モ
イ
ワ
山
山
稜
と
ク
ン
ネ
ッ
プ
台
地
の
間
を
流
れ
る
ク
ン
ネ
ッ
プ
川
一
帯
を
示
す
地
名
だ
っ
た
。

　
「
ク
ン
ネ
ッ
プ
」。
こ
の
名
称
が
世
に
本
格
的
に
登
場
し
た
の
は
、
明
治
16
年
（
１
８
８
３
年
）。
現
在
の

北
見
地
方
一
帯
を
管
轄
す
る
「
常
呂
外
六
カ
村
戸
長
役
場
」
が
常
呂
村
に
開
設
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
訓
子

府
地
区
は
単
に
「
ク
ン
ネ
ッ
プ
（
原
野
）」
と
だ
け
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

同
22
年
（
１
８
８
９
年
）
か
ら
北
見
地
方
の
原
野
の
測
量
が
始
ま
り
、「
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
」
が
植
民
（
殖

民
）
区
画
地
に
選
定
さ
れ
、
同
24
年
（
１
８
９
１
年
）
に
野
付
牛
を
基
点
に
西
19
号
線
ま
で
の
区
画
で
測
量

が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
開
拓
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
っ
た
。

※
明
治
24
年
に
北
海
道
庁
第
二
部
殖
民
課
が
発
行
し
た
「
北
海
道
殖
民
地
撰
定
報
文　

第
一
」
お
よ
び
「
同
報
文

　

完
」
に
は
「
北
見
国
常
呂
郡
」
の
原
野
と
し
て
ト
コ
ロ
、
ノ
ツ
ケ
ウ
シ
、
ム
カ
そ
し
て
ク
ン
ネ
ッ
プ
各
原
野

の
地
理
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
に
北
海
道
庁
発
行
の
北
見
国
常
呂
郡
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
区
画
図
に
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は
西
１
号
線
か
ら
西
22
号
線
ま
で
が
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
の
範
囲
と
さ
れ
て
い
る
。

※
植
民
（
殖
民
）
区
画
地
＝
開
拓
し
、道
路
な
ど
を
造
り
、人
が
住
め
る
区
画
に
す
る
た
め
の
土
地
。
明
治
19
年
（
１

８
８
６
年
）
に
北
海
道
庁
の
「
殖
民
地
撰
（
選
）
定
事
業
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
現
代
用
語
と
し
て
「
植
」

の
漢
字
を
使
用
。

※
ア
イ
ヌ
語
の
研
究
で
知
ら
れ
る
伊
藤
公
平
さ
ん
（
北
見
市
在
住
）
は
、「
ク
ン
ネ
ッ
プ
」
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
、

「
自
治
体
名
と
し
て
は
、
大
正
９
年
に
旧
置
戸
村
か
ら
分
村
す
る
と
き
の
道
庁
の
告
示
が
正
式
で
す
が
、
明
治

33
年
に
『
訓
子
府
尋
常
小
学
校
』
開
校
（
現
上
常
呂
小
学
校
）、
明
治
39
年
に
『
訓
子
府
駅
逓
』
開
設
、
明
治

41
年
に
『
訓
子
府
教
育
所
』
開
校
な
ど
施
設
等
に
よ
り
漢
字
表
記
さ
れ
た
記
録
等
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
ら

一
帯
は
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
と
い
う
呼
び
方
、
表
記
で
あ
り
、
ま
た
、『
カ
ミ
ト
コ
ロ
原
野
』
と
重
複
し
て
い
る

と
の
記
述
も
見
ら
れ
、
ど
の
時
点
で
『
訓
子
府
』
の
文
字
が
充
て
ら
れ
た
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
も
あ
り
、
断

定
は
で
き
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

■
開
拓
前
、
ア
イ
ヌ
民
族
や
松
浦
武
四
郎
の
ほ
か
に
も
数
人
が
原
野
入
り

　

松
浦
武
四
郎
の
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
調
査
の
あ
と
、
訓
子
府
町
史
に
は
、
明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）
に
奈

良
県
十
津
川
村
の
原
鐵
次
郎
が
「
馬
を
引
い
て
十
勝
か
ら
利
別
川
を
上
り
、
ケ
ト
ナ
イ
沢
に
出
て
、
常
呂
川

を
下
る
」
と
あ
る
ほ
か
、
明
治
19
年
（
１
８
８
６
年
）
に
「
東
京
の
人　

杉
村
某
、
狩
猟
の
た
め
ア
イ
ヌ
を

伴
い
、
オ
ロ
ム
シ
（
オ
ロ
オ
ム
シ　

現
在
の
大
谷
）
に
入
る
」
と
あ
り
、
一
時
、
滞
在
し
東
京
に
戻
っ
た
。

こ
の
と
き
の
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
平
村
エ
レ
コ
ー
ク
、
ヌ
シ
ャ
ア
ン
グ
ル
ウ
ス
ら
で
、
狩
猟
し
な
が
ら
10
年
ほ

ど
居
住
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
本
町
居
住
者
の
始
め
と
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
同
27
年
（
１
８
９
４
年
）
に
は
「
網
走
の
高
橋
嘉
市　

本
町
地
区
で
ク
ル
ミ
を
伐
採
し
、
常
呂
川

を
流
送
」
と
の
記
述
も
あ
り
、
本
町
開
拓
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
多
く
の
人
が
原
野
入
り
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

※
オ
ロ
ム
シ
・
オ
ロ
オ
ム
シ
＝
訓
子
府
町
史
で
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
オ
ロ
・
オ
・
ム
シ
＝
糸
を
と
る
カ
イ
草
（
イ
ラ

ク
サ
類
）
の
あ
る
と
こ
ろ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
出
の
伊
藤
公
平
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
か
に
「
く
ん
ね
っ
ぷ

の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
№
８
～
訓
子
府
町
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
の
中
で
、
松
浦
武
四
郎
の
「
戊
午
日
誌
」
な
ど
を

引
用
し
、「
①
オ
ロ
・
ウ
ム
・
ウ
シ
・
イ
『
そ
の
内
側
（
奥
の
方
）・
音
が
・
た
く
さ
ん
出
る
・
所
』
で
、
武
四

郎
は
『
オ
ロ
ム
シ
沢
の
奥
は
雷
の
発
生
し
や
す
い
所
』
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
②
オ
ロ
・
ム
・
ウ
シ
・
イ
『
そ

の
内
側
（
奥
の
方
）・
ふ
さ
が
っ
て
い
る
・
い
つ
も
そ
う
な
っ
て
い
る
・
所
』
と
し
、
奥
は
ふ
さ
が
っ
て
い
る
、

行
き
止
ま
り
の
所
と
の
解
釈
も
あ
る
と
記
載
し
て
い
る
。

■
坂
本
直
寛
ら
、
開
拓
前
年
に
原
野
を
調
査

　

幕
末
の
偉
人
・
坂
本
竜
馬
の
甥
、
直
寛
ら
が
北
の
原
野
に
光
を
求
め
て
、
ま
た
、
光
を
灯
す
た
め
北
海
道

開
拓
計
画
を
進
め
、
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
を
選
定
し
そ
の
調
査
に
本
格
的
に
入
っ
た
の
は
、
開
拓
前
年
の
明
治

29
年
（
１
８
９
６
年
）
だ
っ
た
。

　

こ
の
年
８
月
18
日
に
直
寛
は
、
北
海
道
庁
か
ら
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
５
６
７
万
坪
を
貸
し
下
げ
予
定
地
と
し

て
許
可
さ
れ
、
そ
の
２
日
後
の
８
月
20
日
に
澤
本
楠
弥
（
北
光
社
２
代
目
社
長
）
と
札
幌
を
出
発
、
汽
車
、

徒
歩
で
東
の
未
開
の
大
地
を
め
ざ
し
た
。
途
中
、
浦
臼
（
高
知
県
民
の
開
拓
に
よ
る
聖
園
農
場
）
か
ら
合
流

し
た
前
田
駒
次
（
後
の
野
付
牛
村
長
、
北
海
道
議
会
議
員
）
と
と
も
に
、
25
日
に
相
内
駅
逓
（
現
北
見
市
東
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相
内
町
）
に
到
着
し
た
。

　

翌
26
日
に
は
、
朝
７
時
過
ぎ
に
相
内
駅
逓
を
出
発
し
、
徒
歩
で
原
野
を
踏
査
し
た
。
背
丈
以
上
も
あ
る
草
、

湿
地
帯
に
よ
り
、
な
か
な
か
前
進
で
き
ず
、
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
は
ま
さ
し
く
「
未
開
の
大
地
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
27
日
に
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
案
内
者
と
し
て
馬
に
乗
っ
て
原
野
を
踏
査
、
こ
の
と
き
は
、
馬
上

か
ら
の
雄
大
な
景
色
に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
た
。

　

原
野
踏
査
を
終
え
た
直
寛
ら
は
、
網
走
へ
向
か
い
、
高
知
県
の
北
光
社
事
務
所
へ
移
民
団
先
発
隊
の
募
集

を
求
め
る
電
報
を
打
ち
、
い
よ
い
よ
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
開
拓
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

※
坂
本
直
寛
は
、
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
に
到
着
し
た
日
の
光
景
な
ど
を
自
身
の
著
「
余
が
信
仰
之
経
歴　

続
編
」
の

第
三
「
予
が
拓
殖
事
業
を
発
起
し
た
る
元
由
」
で
、移
民
の
適
地
と
判
断
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
文
章
は
、「
続
訓
子
府
町
史
」
や
「
北
光
社　

は
た
し
て
北
の
国
に
義
の
国
は
建
設
で
き
た
の
か
」（
橋
爪

実
著
）
で
も
引
用
し
て
い
る
。

◇
「
原
野
の
地
形
は
四
方
山
を
以
て
籠つ

つ

み
僅わ

ず
かに

東
北
の
一い

ち
ぐ
う隅

開
け
て
ム
カ
川
に
接
し
對
（
対
）
岸
の
屯
田

兵
村
と
境
せ
り
、
全
野
の
風
光
實
（
実
）
に
快
活
に
し
て
人
を
し
て
凄せ

い

こ孤
の
感
無
か
ら
し
む
る
を
以
て

移
民
の
為
に
は
甚
だ
都
合
好
し
と
思
へ
り
（
以
下
略
）」

※
凄
孤
＝
せ
い
こ
。
す
ご
く
寂
し
い
、ひ
ど
く
無
力
の
意
だ
と
思
わ
れ
る
。「
ひ
ど
く
無
力
な
感
じ
と
は
さ
せ
な
い
」

―
ゼ
ロ
か
ら
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
移
民
に
は
好
都
合
と
い
う
よ
う
に
感
じ
た
と
想
像
す
る
。

　

事
前
調
査
を
終
え
た
直
寛
か
ら
の
電
報
を
受
け
、
高
知
県
の
北
光
社
事
務
所
で
は
「
土
陽
新
聞
」（
明
治

29
年
９
月
５
日
付
）
に
入
植
者
お
よ
び
準
備
の
た
め
の
先
発
隊
の
募
集
記
事
を
掲
載
し
た
。
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※
駅
逓
＝
え
き
て
い
。
開
拓
地
へ
の
移
動
や
旅
行
者
な
ど
の
交
通
の
便
を
図
る
交
通
制
度
の
一
つ
。
宿
泊
や
郵
便

な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
。

■
大
谷
清
虎
率
い
る
先
発
隊
が
原
野
入
り

　

こ
の
先
発
隊
は
13
人
で
構
成
さ
れ
、明
治
29
年
（
１
８
９
６
年
）
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、翌
30
年
（
１

８
９
７
年
）
に
入
植
・
移
住
す
る
予
定
の
北
光
社
移
民
団
の
た

め
の
準
備
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
先
発
隊
の
引
率
責
任
者
が
、

訓
子
府
の
入
植
第
１
号
の
一
人
、
大
谷
清
虎
で
あ
っ
た
。
先
発

隊
の
目
的
は
、
移
民
団
の
住
宅
（
移
民
小
屋
）
と
本
部
事
務
所

の
建
設
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

現
在
の
北
見
市
北
光
の
北
光
八
幡
神
社
に
隣
接
す
る
北
光
社

本
部
跡
辺
り
に
本
部
事
務
所
を
建
設
し
た
ほ
か
、
現
上
常
呂
か

ら
訓
子
府
町
大
谷
辺
り
ま
で
の
原
野
に
、
約
１
２
０
棟
、
う
ち

「
オ
ロ
ム
シ
地
区
」
で
は
13
棟
の
小
屋
を
建
て
る
な
ど
入
植
準

備
作
業
を
進
め
た
。
そ
の
後
大
谷
は
一
時
帰
郷
、
そ
の
他
の
先

発
隊
は
本
部
事
務
所
で
寒
さ
厳
し
い
冬
を
越
し
た
と
い
う
。

開拓者のために移民小屋が用意された
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